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令和２年 第１５回 仙北市教育委員会定例会会議録 

 

１ 開会宣言 令和２年１１月１９日（木） 午後２時 

 

２ 場  所 角館庁舎西側庁舎２階 第３会議室 

 

３ 出席委員 

教育長       熊谷  徹 

教育長職務代理者  安部 哲男 

委員        坂本 佐穂 

委員        橋本  勲 

委員        細川 伸也 

 

４ 出席した事務局職員 

教育部長                佐藤 義一 

教育次長                三浦 政喜 

教育次長兼教育総務課長         朝水 勝巳 

教育次長兼生涯学習課長         佐々木 幸美 

教育次長兼スポーツ振興課長       髙橋  徳夫 

教育次長兼文化財課長兼平福記念美術館長 冨木 弘一 

学習資料館・イベント交流館長      藤原 真栄 

北浦教育文化研究所長           米澤 孝子 

田沢湖公民館長             髙橋 良宣 

角館公民館長              佐々木 勇人 

西木公民館長              保坂 博明 

市民会館長兼田沢湖図書館長       佐々木 信介 

スポーツ振興課参事           真崎 智明 

平福記念美術館参事           松橋 幸太郎 

総合給食センター所長補佐        若松 正輝 

    

５ 議事 

 

（１） 議案審議 

 

議案第３４号  仙北市武家屋敷河原田家条例制定について 

  議案第３５号  仙北市公民館条例の一部を改正する条例制定について 

 議案第３６号  仙北市教育委員会行政組織に関する規則の一部を改正する規則 

         制定について 

 議案第３７号  仙北市教育長に対する事務委任規則の一部を改正する規則制定 

         について 

 議案第３８号  仙北市教育委員会公印規則の一部を改正する規則制定について 

 議案第３９号  仙北市スポーツ推進委員に関する規則等を廃止する規則制定に 

         ついて 

 議案第４０号  令和２年度仙北市一般会計補正予算の教育費について 

 議案第４１号  令和３年度仙北市一般会計予算の教育費について 
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（２）報告事項 

 

 報告第４０号  仙北市教育行政報告について 

 報告第４１号  仙北市教育委員会事務専決規程の一部を改正する訓令制定につ 

         いて 

 報告第４２号  仙北市生涯学習推進本部設置要綱の一部を改正する告示制定に 

         ついて 

 報告第４３号  仙北市アートプロジェクト推進事業費補助金交付要綱等を廃止 

         する告示制定について 

 報告第４４号  区域外就学の承認について 

  

６ 審議の経過及び結果 

 

（熊谷教育長） 

ただいまから、令和２年第１５回仙北市教育委員会１１月定例会を開催いたします。 

  それでは、本定例会の出席委員、職員を紹介いたします。 

  －出席委員、職員を紹介－ 

会議書記には湯澤課長補佐を任命いたします。また、議事録署名員は、私と委員からは、 

安部教育長職務代理者を指名いたします。 

（熊谷教育長） 

  私のあいさつとして３点申し上げます。１０月２４日から１１月４日まで行われました

市内中高作品展であります。市内１７箇所に作品を掲示いたしました。準備から撤去まで

オール教育委員会で作業にあたって大変良かったなあと、マスコミにも取り上げていただ

きました。１７箇所でしたので、だいぶ１箇所の作品数は少ないこともありましたが密を

避けて人が溜まらないようにということでこのような形になったものでありまして初めて

の試みでありましたが大変良かったなと思います。特に中と高の連携で取り組んだという

のが今回初めてで、そういう意味でも意義のあることだったと思っております。二つ目は

１１月１２日の総務文教常任委員会の後半で東公民館の視察を常任委員の皆さんに来てい

ただきました。前に視察していただいた時に物品が煩雑に置かれていたということで、そ

の後もう１回見なければということで今回お出でになったと、それで３日ほどかけてオー

ル教育委員会で清掃しました。当日、常任委員の皆さんはあっと驚いて何でこんなにきれ

いになったんだと仰っていました。まさにオール教育委員会の力を見せていただいたなと

いうふうに思います。そして１１月１６日に大仙仙北美郷教育委員会連絡会の交流会を行

いました。委員の皆様にもご参加いただき誠にありがとうございました。テーマは生涯学

習の中の公民館活動でありましたが、うちの方の発表は大変説得力のあるテーマに沿った

発表だったのではないかと思います。非常に秀逸な発表で、その他は時間がなくてあまり

協議ができなくて残念でありました。それから密を避けるということで懇親会もなかった

ことも残念でありましたが、来年はより活発に行っていただければなと思ったところでご

ざいます。 

（熊谷教育長） 

  次に１１月の事務報告をさせていただきます。 

  －資料により報告－ 

（熊谷教育長） 

  １１月の事務報告に質問はありませんか。 

－質問なし－ 
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  それでは、議事に入ります。議案第３４号仙北市武家屋敷河原田家条例制定について説 

明を求めます。 

（冨木教育次長兼文化財課長兼平福記念美術館長） 

  文化庁の補助金を受けまして４年ほどかけて河原田家の大規模改修修景工事を行ってき

ました。本年度が最終年度で土蔵の改修工事を今行っていますが３月までの工期で完成す

る予定でございます。それに伴いまして来年の４月から一般の方々に有料で公開するため

の作業も進めておりますが、公開にあたりまして条例の制定が必要なことから本会に提案

させていただいております。資料の２ページになりますが、第１条では設置の目的を記載

しております。第２条として、名称を仙北市武家屋敷河原田家、位置を仙北市角館町東勝

楽丁９番地としています。第３条の事業として、河原田家の公開、維持管理及び活用、河

原田家の資料等の展示及び情報提供、その他河原田家の保存及び活用のために市長が必要

と認める事業としています。第４条の休館日は、基本的に毎日開館しますが、年末年始の

１２月２８日から翌年１月４日まで休館とさせていただくことにしております。第５条の

開館時間は午前９時から午後５時までといたします。第６条の禁止行為につきましては施

設の公開に際し、こういうことを行わないでくださいということを各号に記載しておりま

す。第７条の入館の制限については、決まりに従っていただけない場合は入館を拒否、ま

たは退館させることができるということで定めております。第８条の観覧料の徴収という

ことで別表１に掲示させていただいておりますが、基本といたしまして、市内の各施設、

樺細工伝承館、平福記念美術館、新潮社記念文学館と同額であります。他の施設の共通と

の割引等についてはこれから詳細つめまして便宜を図って参りたいと思います。その分に

ついては規則で定めさせていただくことにしております。第９条は観覧料の減免について

定めております。第１０条では損害賠償義務について定めております。第１１条の委任に

ついて、１２月１日付けの組織再編によりまして文化財課が市長部局になりますので文言

の方、市長という形で条例の方、記載させていただいております。以上、よろしくお願い

いたします。 

（熊谷教育長） 

  ただ今の説明について、質問はありませんか。 

（橋本委員） 

  公開にあたって来館者に対応する職員への研修をよろしくお願いいたします。 

（冨木教育次長兼文化財課長兼平福記念美術館長） 

  今、河原田さんから資料をいただいて案内のマニュアルを準備してきちっと対応できる

ように研修させてからいきたいと思っていますので、どうかよろしくお願いいたします。 

（熊谷教育長） 

  他にいかがでしょうか。 

－質問なし－ 

（熊谷教育長） 

それでは議案第３４号について承認とさせていただいてよろしいでしょうか。 

－異議なし－ 

議案第３４号については承認とさせていただきます。次に、議案第３５号仙北市公民館

条例の一部を改正する条例制定について説明を求めます。 

（佐々木教育次長兼生涯学習課長） 

  資料の５ページをご覧ください。公共施設総合管理計画の第一次個別計画に伴いまして

西木公民館の老朽化ということで今年度をもちまして西木公民館が廃止されるということ

になってございます。それにかわりまして現在、改修工事等進めておりますけれども西木

庁舎の右側に隣接しております西木総合開発センターを中央公民館として４月１日から供
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用するということに伴いまして公民館条例の一部を次にように改正するものでございます。

条例中の第２条の表中にありました西木公民館、また所在地についてでございますが、こ

れを下の中央公民館に改めまして所在地を西木町上荒井字古掘田４７番地に改めるもので

ございます。 

（熊谷教育長） 

  ただ今の説明について、質問はありませんか。 

  －質問なし－ 

（熊谷教育長） 

それでは議案第３５号について承認とさせていただいてよろしいでしょうか。 

－異議なし－ 

議案第３５号については承認とさせていただきます。次に、議案第３６号仙北市教育委

員会行政組織に関する規則の一部を改正する規則制定について説明を求めます。 

（朝水教育次長兼教育総務課長） 

  議案第３６号から議案第３９号まで今回の組織再編に伴う一部改正や廃止でありますの  

 で一括して説明させていただいてもよろしいでしょうか。 

（熊谷教育長） 

  よろしいでしょうか。 

  －異議なし 

  それではお願いします。 

（朝水教育次長兼教育総務課長） 

  議案第３６号仙北市教育委員会行政組織に関する規則の一部を改正する規則制定につい   

 て、資料１４ページの新旧対照表をご覧ください。第３条について、今回の組織再編に伴

いまして、教育委員会の組織が教育総務課の総務係、学校教育課の学校教育課係と管理

係、生涯学習課の生涯学習係と改正されるものです。次の第４条の事務分掌ですが、教育

総務課の総務係はそのまま、学校教育課の中にこれまで教育指導係だったものが学校教育

係と名称を改める、そしてこれまで教育総務課にありました管理係も学校教育課というこ

とになります。次に生涯学習課の（１）ですが、全体の文言を整理するためにこのように

改めて書き直させていただいております。次にスポーツ振興課、文化財課の項目を削除さ

せていただいております。第７条の職の区分について、これまで幼稚園が廃止されたんで

すが、職の中に園長、副園長という文言が残っておりましたのでその部分を改めて削除さ

せていただくものであります。次に２０ページの議案第３７号仙北市教育長に対する事務

委任規則の一部を改正する規則制定についてであります。こちらにつきましても組織再編

によりましてスポーツ振興課と文化財課が市長部局にいくことにより、教育委員会の中で

教育長に事務委任するものの中から文化財保護審議会とスポーツ推進委員を削除するもの

であります。また、文化財の指定及び解除に関することも削除するものでございます。続

きまして２３ページ、議案第３８号仙北市教育委員会公印規則の一部を改正する規則制定

についてであります。こちらにつきましても組織再編に伴いますと同時に今回、市役所全

体として公印等の整備をするということでどこそこ課長の印というのを廃止しようと、教

育委員会においては教育長と部長、教育委員会等の印だけでよろしいじゃないかというこ

とで、市役所の方でも全体的にそういう課長印というものを削除することにしておりま

す。次に議案第３９号仙北市スポーツ推進委員に関する規則等を廃止する規則制定につい

て、３２ページをご覧ください。こちら組織再編により市長部局に変わるスポーツ振興

課、文化財課に関する１０の規則を１２月１日付けでの施行により廃止するものです。こ

ちら教育委員会規則ということで制定させていただいているので、今度市長部局になると

いうことで同日の１２月１日付けで市長部局の仙北市規則ということで改めて制定し直し
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ていただくということになります。 

（熊谷教育長） 

  ただ今の議案第３６号から議案第３９号までの説明について、質問はありませんか。 

  －質問なし－ 

（熊谷教育長） 

それではご承認いただいということでよろしいでしょうか。 

－異議なし－ 

それでは承認とさせていただきます。次に、議案第４０号令和２年度仙北市一般会計補

正予算の教育費について説明を求めます。 

（朝水教育次長兼教育総務課長） 

  資料の３５、３６ページをご覧ください。今回の主な補正予算については、会計年度任

用職員等の人件費に関わる調整分となります。人数の増減、その他会計年度任用職員とい

うことで勤続年数によって給与等が変わってきますのでそういう関係で実際の数字に合せ

て削減か増額したものです。それ以外の主なものは、３６ページの最後の行ですが一般教

育振興総務費の備品購入費で６，６４４千円の補正予算、こちらは来年度、中学校教科書

改訂に伴いまして教師用の指導書や教科書を今年度中に準備して来年度に備えるためのも

のです。そして一番下の段、教育コンピューター推進事業費、４，８４６千円の補正でこ

ちらも教科書改訂に伴いましてＧＩＧＡスクール構想にも通じるデジタル教科書を事前に

購入して次年度に備えるためのものです。次に３７ページの北浦教育文化研究所につきま

しても会計年度任用職員の人件費等の調整分でございます。それ以降は小学校、中学校そ

れぞれの会計年度任用職員の人件費等の調整分でございます。 

（若松総合給食センター所長補佐） 

  ４７ページをご覧ください。旧角館、田沢湖学校給食センターで使っていた給食配送車

３台について今後使用見込がないということで公売を行いまして、１台あたり約５００千

円くらいで売払ができまして合せて１，６７３千円の歳入の追加ということになっており

ます。歳出の方は新型コロナウイルスの経済支援対策としまして４月から夏休み前までの

学校給食費を減免するということでやってきました。この度、食材費に関わる部分が実績

が確定しましたのでその額に合せて減額するということになります。 

（髙橋田沢湖公民館長） 

  田沢湖公民館管理運営費の方から新たな公用車の賃貸借契約が確定したことによる使用

料及び賃借料７４千円の減額、また仙北地域公民館連合会負担金について新型コロナウイ

ルスの影響で事業が中止になったことに伴う７１千円を減額するものでございます。 

（藤原学習資料館・イベント交流館長） 

  歳入、歳出とも正職員、会計年度任用職員の人件費の確定に伴う修正でございます。 

（髙橋教育次長兼スポーツ振興課長） 

  各種負担金及び交付金についてですが、新型コロナウイルスの影響による事業中止や開

催地負担の割合の見直しにより減額するものでございます。 

（冨木教育次長兼文化財課長兼平福記念美術館長） 

  歳入の教育費国庫補助金、歳出の旧石黒（恵）家公開事業費について、土地の取得の予

算を補正させていただいております。経緯といたしましては平福記念美術館の隣にありま

す旧石黒（恵）家ですが、建物の方は市の方に寄贈いただいて、文化庁から補助金をいた

だいて修理のうえ公開活用ということで色々な事業に使わせていただいておりますが、土

地に関しては所有者の石黒さんの意向から５年間の継続契約ということで賃貸借契約を結

んでおりました。ただ、今年度でその賃貸借契約が切れることになりますので、石黒さん

とご協議させていただいて、もしよろしければ仙北市に買取をさせていただけないかとい
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うことでご相談させていただいておりました。本人も私が生きてるうちに、そういった形

で市の方と契約できればというご意向をいただいたものですから来年の国庫補助金事業の

申請ということで文化庁と協議をさせていただきました。文化庁からは今年度、新型コロ

ナウイルスの影響もありまして全国で伝建地区の補修事業等が見直しされまして今年度予

算が余ってるので今年度でもしよかったら文化庁で申請を受け付けますよというご回答を

いただいたのです。市の方と協議いたしまして、伝建地区の土地の取得に係る基金を市の

方で積立しておりましたので一般会計の市の負担分を基金から繰り入れる形で今年度中に

売買の契約をさせていただくということで文化庁と協議をさせていただいたところです。

それで今回の１２月補正に計上させていただいたところでございます。国の方から経費に

係る６５％の補助金をいただきます。一般財源の負担分として伝統的建造物群保存基金繰

入金の方から９，４５８千円の繰り入れをしまして経費に充てるということでございます。

支出の方ですが、武家屋敷公開管理事業費については管理人を当初６人採用する予定でし

たが１人の方が家庭の事情で辞退されたためにパートタイムの勤務形態では無理だという

ことでフルタイムに切り替えてもらいました。そのため予算の配分等、全部見直しをかけ

た部分で補正を行ったところでございます。同じく桜保護管理費も桜アドバイザーに係る

人件費の調整分となります。次に５３ページ、平福記念美術館の補正で職員給与費につい

ては実績に伴うものです。管理運営費についてはコロナウイルスの関係でピアノコンサー

トが中止になった分と観覧券の印刷を今回使わないということで減額しております。常設・

企画展示費については実績により減額するものでございます。 

（熊谷教育長） 

  以上につきましてご質問等ありますでしょうか。 

それではご承認いただいということでよろしいでしょうか。 

－異議なし－ 

それでは承認とさせていただきます。次に、議案第４１号令和３年度仙北市一般会計予

算の教育費について説明を求めます。 

（朝水教育次長兼教育総務課長） 

  来年度の当初予算の要求段階のものになりますが、教育総務課の歳出ですが、５６ペー

ジの１０款１項２目の就学費について、こちらは大曲支援学校せんぼく校の通学困難な

方々の送迎をということで計上しております。それから二つ下の障害者雇用対策事業費は

資料に誤りがありまして、説明欄に１名分と書いておりますが正しくは２名分となります。

これまで１名でありましたが今年度から２名に増員されておりまして２名分の金額となり

ますので、大変失礼いたしました。続いて５７ページの中段、１０款１項３目、要保護及

び準要保護児童生徒就学援助費について、例年５０人前後の方が対象となっておりますが

若干年度途中でも人数が変動しますので余裕をもって要求しております。次にＧＩＧＡス

クール構想推進事業費については、今年度で整備する予定のＧＩＧＡスクールですが、ま

だまだ学校現場では大変ですのでスクールサポーター等の業務委託は継続していきたいと

いうことで予算を計上しております。次に５８ページの小学校維持修理費、小学校諸工事

費は各学校からの色々な要望等を受けて緊急性等を勘案して事業を選択して要求しており

ます。次に１０款２項２目、教育コンピューター推進事業費は、ＧＩＧＡスクールの補助

対象外となっているもの及びこれまでリースで学校のパソコン等を整備してきましたので

そのリース料のまだまだ継続しておりますのでその経費を計上しております。続いて５９

ページ、１０款３項１目、中学校維持修理費、中学校諸工事費につきましても先ほどの小

学校費と同じく各学校から色々要望された修繕箇所等につきまして優先順位を設けて計上

させていただいております。次に１０款３項２目、教育コンピューター推進事業費につき

ましてもこれまでのリース料の残り、その他ＧＩＧＡスクールの対象になっていない部分
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の予算となっております。続いて、北浦教育文化研究所の予算はこれまで通り経常的な部

分の予算となっております。 

（若松総合給食センター所長補佐） 

  歳入について、給食収入の元年度分として１０２，３４６千円、これは前年度比で２，

３００千円ほど減となっていますが児童生徒の減少が要因となっています。滞納繰越分と

して１，９２７千円です。近年、現年度分の滞納が発生しないように努めておりますが、

どうしても過年度分が残ってきておりまして、まず本年度並みに来年度徴収を見込んでお

ります。歳出ですが、給食センター管理運営費について、内容に一部訂正がありまして備

品購入費は令和３年度ありませんので削除となります。令和２年度比で約１，５００千円

増となっており、各種点検業務でありますけれども今年は瑕疵保証期間内にあるというこ

とで保守点検がかからないんですが、令和３年度からはその分が加算された形になってお

ります。車両の維持管理費ですが、１０，２３２千円、今年度比で１，２００千円ほど増と

なっておりますけれども公用車が２０年以上経過しておりまして新年度は更新させていた

だきたいと思っております。次の給食食材費、先ほどの給食収入と同じ理由で児童生徒の

減少により今年度比で１，３００千円ほど減となっております。その他は各種負担金とな

っております。 

（佐々木教育次長兼生涯学習課長） 

  ６２ページをご覧ください。歳入ですが、社会教育費補助金について、来年度に秋田県

教育委員会が実施しております秋田型教育留学推進事業というものがありまして、そちら

の事業費を子ども演劇体験支援事業の中に組み込みまして、県外の小中学生と仙北市の児

童との交流を行いながら演劇体験を行い、仙北市並びに秋田の良さ、素晴らしさを体験し

ながら関係人口の増進につなげたいという取り組みを行います。次に歳出は例年とほとん

ど変わらないということでございますが、地域学校協働本部事業費につきましては各年次

計画によりまして各学校区への協働本部の設置が進んでおりまして、その設置校の増加に

伴いまして若干予算の方は増えてございます。続いて一番下に書いております管理運営費

２件でございますがともに指定管理施設ということになっておりまして勤労青少年ホーム

については指定管理委託料の他に隣接するテニスコートのコート面が非常に傷んでいると

いうことで改修工事費並びに実施設計、工事監理を含めまして計上したところでございま

す。前年度比で４４，０００千円ほどの増額となっております。交流センターにつきまし

ても交流センターが建設されて以来、ステージの吊り物関係ですね、照明や舞台関係の安

全設備が老朽化により危ないというふうに点検業者から指摘を受けております。また電気

関係のキュービクルにつきましても耐用年数を大きく超えているということでその３点の

改修と更新工事費を含めまして前年度比で７４，４８０千円ほどの増額となっております。 

（保坂西木公民館長） 

  中央公民館について、歳入は農業使用料として中央公民館分で総合開発センター使用料

で１５千円、社会教育使用料として桧木内地区公民館、角館地区公民館の使用料を１９千

円計上しております。歳出について、中央公民館管理運営費は田沢湖公民館、角館公民館、

西木（中央）公民館の管理運営に要する経費として６２，８０６千円、中央公民館活動推

進費は３館の合計が５，２０６千円となっております。その他は例年通りの負担金、補助

金となっております。 

（佐々木角館公民館長） 

  ６４ページをご覧ください。小野崎家（角館公民館）ですが、歳出、１０款５項２目と記

載されておりますが１０款５項８目と訂正をお願いいたします。歳出が管理運営費９，７

８３千円で前年度比１，６１５千円の増となりますが、武道館水銀ランプＬＥＤ化工事費

２，４７５千円が要因となっております。水銀灯が生産中止ということでして、それに伴
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いましてＬＥＤ化するための経費であります。 

（佐々木市民会館長兼田沢湖図書館長） 

  ６５ページをご覧ください。歳出の管理運営費の修繕費、８３６千円となっております。

こちらはホール天井に亀裂が見つかりまして、こちらの修繕ということで新規のものにな

ります。次に市民会館施設整備事業費の中で新たな事業としましてライブ配信回線工事、

ライブ配信機器手数料ですが、コロナ禍でイベントが減少していく中、オンライン配信に

よる可能性を模索しての工事となります。舞台運営費の中で、舞台平台不足分として１７

６千円ですが、こちら吹奏楽の練習等で使う平台ですがそれが不足している分で計上させ

ていただいております。続いて田沢湖図書館ですが、６６ページをご覧ください。図書資

料購入費では、一般図書購入費が１，２００冊で今年は約１，３００冊購入しております

がそれと同様として要求とさせていただいております。図書館サービス拡充事業費は１２，

２６３千円で内容は会計年度任用職員の人件費や河正雄文庫蔵書目録印刷費等となりま

す。 

（藤原学習資料館・イベント交流館長） 

  ６７ページをご覧ください。歳入ですが、状況が読めないということで例年の３割減の

観覧料の歳入となっております。歳出は、ほとんど経常経費的なものですが新たにやりた

いということで要求したものはイベント交流館管理運営費について、展示品の箱にダイヤ

ルがついているわけですがそれをＬＥＤ化したいということで２，０００千円ほどお願い

しております。あと酸性紙を使用した所蔵物がけっこうございます。それをそのまま保存

しておくと、どんどん崩れていってしまいますので脱酸化という作業をしなければいけな

いということで全部一度にやるとすると法外な費用がかかりますのでスタートということ

でいただいた高井先生の生原稿をまずは脱酸化したいということで希望をあげておりま

す。次に学習資料館利用促進費の中で会計年度任用職員４名ということで１名増やしてお

ります。これはいただいた高井先生の蔵書、それから未整備の蔵書がございまして、それ

のリストを作るにはやはり一定程度知識がある人が専従で必要だということで現在いる会

計年度任用職員のシフトを変えるために一人多くしていただきたいという要望で基本的に

会計年度任用職員がフルタイムでなくなった、いわゆる正職員とは労働時間が１時間短く

なったということがあって２班体制ですのでシフトを作るのに非常に辛い状況になってい

ます。ですので、そのリストを作る作業もさることながら現状の３名は確実に確保したい

なというふうに考えて要求したものです。さらにイベント交流館展示費でございます。毎

年何回か企画展を行っておりますが、１年に最低１回程度は全国レベルの企画展をやりた

いなということで東京の文学館から所蔵品をお借りしまして展示をしたいということで関

係費用を計上したものでございます。 

（髙橋教育次長兼スポーツ振興課長） 

  主なものとして７０ページの市民体育館管理運営費です。生保内市民体育館屋根改修設

計業務委託料、こちらは現在、総合体育館の計画もあるわけですけれども生保内の市民体

育館の屋根が非常に思わしくなく雨漏りの状況が悪いということで、こちらについて屋根

の設計をお願いして、いずれ総合体育館とは別な形で屋根の改修をまずは進めるというこ

とについて計上しております。また、生保内と神代の市民体育館の西日対策として遮光カ

ーテンをつけたいということでこちらの方も要求しております。次に落合運動施設管理運

営費について、電気の引き込み線路盤の修繕、それから健康増進施設管理運営費について、

西木吉田の体育館ですけれども照明スイッチの移設工事をしたいと思っております。吉田

の体育館の分電盤は入り口から入って一番奥にあります。分電盤を下ろして体育館を出る

んですが、体育館が真っ暗な状態で出るということから玄関回りにスイッチを持ってきて

利便性を図りたいということであります。 
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（冨木教育次長兼文化財課長兼平福記念美術館長） 

  ７１ページをご覧ください。歳入について新たに武家屋敷河原田家観覧料として１４，

０００千円を予定しております。初年度ですので来館者の人数が見込めませんが他の武家

屋敷の状況を見ながらできればこれぐらいはということで５万人の入館者ということで積

算をさせていただいたところでございます。重要伝統的建造物群保存地区保存事業費補助

金ですが、大きな工事、河原田家の工事と防災の工事が終了しましたので来年度は管理事

務所屋根の修景と柴垣設置等になりますので補助金の額も減っております。歳出につきま

しては大きなところで河原田家公開管理事業費で会計年度任用職員給料、土地建物賃借料、

公開に係る経費ということで計上させていただきました。次に重要伝統的建造物群保存地

区保存事業費ですが、主だった武家屋敷の修理が一通り終わりましたが来年度は伝建管理

事務所修景工事、武家屋敷柴垣設置、西宮家修景事業費補助金の予算を計上させていただ

いております。次に、これが秋田だ！食と芸能大祭典事業費ですが、昨年度まではユネス

コ無形文化遺産発信事業という形で事業名を記載しておりましたが毎年５月に秋田市でこ

れが秋田だ！食と芸能大祭典ということで秋田市から出演要請がありまして今年はコロナ

の影響で中止になったんですが来年度はぜひ実施したいということで秋田市からまた出て

いただきたいという要請がありましたのでその市の負担分として予算を計上させていただ

いております。平福記念美術館についてですが、歳入の観覧料については令和元年度の実

績で令和２年度の予算要求した額より１割ほど減らしております。実際のところ、先ほど

文学館の藤原館長からもありましたが入館者の状況が有料に戻した場合の見えませんので

確実なところで予算計上しております。次に美術作品等購入基金繰越金で基金の残りの半

分、３，０００千円を予算計上しております。歳出の常設・企画展示費については来年度

は春は本年度準備して閉館になって見ていただけなかった春のコレクション展ということ

で来年度またぜひ見ていただきたいということでそういった形にしております。その他に 

寺澤孝太郎展、水庵と百穂の寄付作品を今年度たくさんいただきましたのでそれをご紹介

する企画展と１０月に来年度は丑年で大徳夜叉明王のお祭りのある年ですので、それが終

わった１０月にその額を含めて、それから百穂、水庵、それから地元の作家の先生方、牛、

獣類のぜひ企画展をやりたいなということで丑年に関連して、そういった形で予定をして

いるところでございます。最後に、冷温水発生機更新事業ということでここ何年か冷暖房

の機械が不具合が出ているということで今年度掃除の予算をつけていただきましたが冷温

水機が壊れますと開館できないということで予算の要求をしているところでございます。 

（熊谷教育長） 

  以上につきましてご質問等ありますでしょうか。 

（橋本委員） 

  質問というよりはお願いになりますが５８ページのＧＩＧＡスクール構想ですけれども

保護者への情報提供もしていただければと思います。次に新聞活用教育推進費ですが、全

国学力テストで新聞を読む子どもは学力が高いというような情報がありました。また、社

会の出来事を新聞を読んで把握するということ非常に大切なことだと思います。この前、

市広報で紹介があったんですけれども桧木内中学校では新聞を読むことに全校生徒で取り

組んでいるという紹介の記事がありました。要求額が３７８千円ということであまり多く

はないんですけれども、市内の学校に新聞を活用した活動が広まるようにぜひ予算措置、

頑張っていただきたいと思います。次に６２ページですが、社会教育主事講習ですけれど

も社会教育や生涯学習の指導者としてこういう講習を受けて資格を認定していただくとい

うのは非常に大事だと思いますので、そこら辺のところをよく説明して予算がつくように

頑張ってほしいと思います。次に７１ページの文化財ですけれども、来館者が確保できる

ように市内外にＰＲをしていただきたいと思います。公開に向けてパンフレットを作ると
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思いますが、どこにでもあるようなパンフレットではなくて特徴あるようなパンフレット

あればいいなと思います。今回、中学生や高校生の展示会をやって絵とか優れている人た

くさんおりますので、例えば河原田家のスケッチとかイラストとかそういうものを使って 

他にないような形でできればいいかなというふうに思います。施設、建物について点検し

た結果、危険だなというふうに言われているものについてはやっぱり予算要求していかな

ければ、万が一事故が起きた時に大変だと思いますので、そこら辺のところよく説明して

いただければと思います。 

（熊谷教育長） 

  他にご質問等ありますでしょうか。 

（安部教育長職務代理者） 

  資料の５７ページの仙北市育英奨学資金繰出金について現状と今後の見通し、６０ペー

ジのＪＦＡ夢先生招聘事業費は小中学校と書いてありますが小中学校ともにやるというこ

とは大変良いことであり、また子供達は夢をもっているということは子供の将来にとって

は非常に良いことであり、学力向上のためにも夢があるのとないのでは全然学力に差が大

きく出てくるので、そういう意味でこの事業を続けていくというのは大変良いことだなと

思いました。次に６１ページの給食センターの給食収入の滞納繰越分について現状を分か

る範囲で教えていただきたい。次に６２ページのテニスコートの改修工事は新しい工事を

やるということで工事を実際にやることですか。 

（佐々木教育次長兼生涯学習課長） 

  工事をやる方向での予算を要求することです。 

（安部教育長職務代理者） 

  それは長年の懸案であるのでぜひやってほしいと思います。次は６３ページの生保内節

盆踊り開催補助金について、私も毎年出てますが補助金が３０千円で間に合うのか、その

他の費用はどうなっているのか教えてほしいと思います。次は６５ページの市民会館施設

整備事業費の吊物安全対策工事について工事費から考えて設計費がこんなに高いのかなと

いう素朴な疑問です。次は７０ページの生保内市民体育館の屋根改修設計業務委託料につ

いて私もこの体育館の利用者の一人ですが雨が降ると大変です、実際の活動では雑巾を持

って２、３人が右往左往してやらなければできない、そういう意味では安全に運動するこ

とができないのが現状です。ただ雨漏りするから直すでなくて利用者のことも含めて考え

てぜひともやっていただきたいなと思います。以上です。 

（朝水教育次長兼教育総務課長） 

  育英奨学資金について今、手元に具体的な数字等ないんですけれども常にシュミレーシ

ョンをしながら償還金その他チェックをしておりまして今現在の段階では令和４年までは

このまま順調にいけるなという予測はしています。 

（米澤北浦教育文化研究所長） 

  ＪＦＡ夢先生招聘事業は要求としては小学校、中学校を要求しておりますが中学校がま

だ実現していないので。 

（安部教育長職務代理者） 

  引き続き頑張ってください。 

（若松総合給食センター所長補佐） 

  給食費の滞納の状況ですが平成元年から令和２年度に滞納繰越として繰り越してきた額

が２３，０００千円ほどです。そのうち令和元年度に未収になっていたものは約１，００

０千円となっています。ですので２２，０００千円以上が２年以上前のものとなります。

徴収の現状ですが、過去１０年を振り返りますと約９％の徴収率となっています。それか

ら試算しますと来年度も過去の平均よりも下がることなく徴収に努めたいというところの
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予算額となっております。 

（佐々木教育次長兼生涯学習課長） 

  勤労青少年ホームテニスコート改修工事についてですが、昨日、公共施設の維持管理に

ついて適正化計画に関するヒアリングを受けてきまして、やはり仙北市内には様々な体育

施設があるわけですけれどもテニスコートとして供用できる場所がまず少ないということ

でございます。そして勤労青少年ホームのテニスコートの場合はハードコート面のテニス

コートでありまして、ただ仙北市民の方々でそのテニスとして活動されてる方、ソフトテ

ニス、柔らかい方を使ってテニスをやっている方が多いということで、そのハードコート

は硬式テニスのコートですのでハードコートにしてもあまり意味がないのでないかという

ことで今回要求している改修工事費につきましてはソフトテニスに対応したテニスコート

に改修するための経費ということで昨日、説明したところでございました。ヒアリングの

時にはけっこうかかるなということで正直、いろいろ話ありましたけれども市内にはそう

いう場所が現実として今ないんだということはちゃんとお伝えしておきましたので。 

（安部教育長職務代理者） 

  ソフトテニスで良いと思います私も、その普及度から見ても。どっちが良いスポーツだ

からとそういうことではなくて、普及度からすれば。 

（髙橋田沢湖公民館長） 

  生保内節盆踊り開催費補助金についてご指摘のとおり、これ間違っておりました。大変

申し訳ございませんでした。例年３００千円の補助金になっておりますので訂正をお願い

いたします。 

（佐々木市民会館長兼田沢湖図書館長） 

  市民会館の吊物安全対策工事について、こちら現状は手動でやっているもので電動化に

するという工事の設計になります。そのため、その会館でしか使えないオーダーメイドの

設計になるということであります。秋田県内の千人規模のホールで電動化していないのは

市民会館だけですので、ぜひとも電動化に向けて頑張って要求して参りたいと思います。 

（髙橋教育次長兼スポーツ振興課長） 

  生保内市民体育館の屋根改修設計業務委託料について現状として昭和４３年建築のもの

で、一度は屋根の上にもう１回屋根をかけているという状況です。今回の工事の方法につ

きましても、またその上にもう１枚屋根をかける工事をしたいということで設計をしてい

ただくと。概算工事費が出た段階で、たぶん再来年度の要求になると思いますけれども 

（坂本委員） 

  生涯学習課の子ども演劇体験支援事業についてですが、非常に注目されている事業です

のでぜひ来年度もさらに規模を拡大して、もう少し予算があれば例えば子供達に衣装をつ

けて発表するとか舞台装置も用意したりとか何かそういった仙北市として自信を持った事

業の一つになればなと期待しております。中央公民館についてお願いです。西木公民館と

西明寺小学校との連携が非常に良くて学校からまっすぐ公民館に来て習い事をして、そこ

に親御さんが迎えに来るというのが多いです。今度、学校から離れてしまいますし道路を

渡らなければいけないという問題もありますのでぜひ教育委員会から親御さんへの通知を

徹底して、会場がこちらに変わりますということをお知らせいただければと思います。安

全面に関しては各部門で責任を持っていただければと思いますのでよろしくお願いいたし

ます。 

（佐藤教育部長） 

  今、委員の皆様からアドバイスをいただきました。今回の予算要求にあたりましては担

当者が本当に悩みに悩んで本当に必要な予算しか計上しておらないのが現状です。と申し

ますのも市の予算で令和３年度が部局の一般財源の枠内配分といった今回初めての予算要
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求になります。そういうような非常に逼迫した財政状況の中でやはり今、委員の方々から

助言いただきましたとおり私どもその事業の必要性あるいは緊急度、それから児童生徒の

安全面、教職員の職場環境の問題等々をですね、できるだけ予算要求してそれを現実に向

けるようにしていきたいと思いますので今後もご指導よろしくお願いいたします。 

（熊谷教育長） 

それではご承認いただいということでよろしいでしょうか。 

－異議なし－ 

それでは承認とさせていただきます。続いて報告事項に入ります。報告第４０号仙北市

教育行政報告について説明をお願いいたします。 

（佐藤教育部長) 

私の方から１１月２７日開催予定の令和２年第７回仙北市議会へ提出予定の教育行政報

告について事前にお知らせしておきたいと思います。議案綴りの７４ページをご覧くださ

い。令和２年第７回仙北市議会定例会の開催にあたり主な事項について、ご報告させてい

ただきます。 

 

【教育総務課】 

◇大曲仙北中学校新人総合体育大会の主な結果について 

 大曲仙北中学校新人総合体育大会が、９月１２・１３日（野球は２１日も会期）に開催さ

れました。柔道の団体戦では、男子で神代中学校、女子で角館中学校がともに第２位となり

ました。男子個人戦では、６０㎏級で神代中学校２年の田口拓歩（たぐち たくと）さん、６

６㎏級で角館中学校２年の福島誠之介（ふくしま せいのすけ）さん、７３㎏級で角館中学

校２年の小木田勇（こぎた いさみ）さんが、それぞれ優勝しました。また、９０㎏超級で神

代中学校１年の津嶋来央（つしま らいお）さんが第２位、７３㎏級で神代中学校２年の津

嶋友翔（つしまゆうと）さんが第３位に入りました。女子個人戦でも、角館中学校２年の戸

堀誉悠（とぼり ほはる）さんが選手権の部と５７㎏級で優勝、同じく２年の児玉さくら（こ

だま さくら）さんが選手権の部で第２位、５２㎏級で優勝しました。また、同じく２年の

加藤希望（かとう のぞみ）さんが、６３㎏級で第２位となりました。剣道の団体戦では、角

館中学校が男子で第３位、女子は優勝しました。個人戦では男子で角館中学校２年の門脇政

輝（かどわき まさき）さんが第３位、女子で角館中学校２年の畠山雫（はたけやま しず

く）さんが優勝、生保内中学校１年の畠山凛穏（はたけやま りおん）さんが第３位となり

ました。また、神代中学校が野球で優勝、ソフトテニス女子団体戦で第２位、バレーボール

で第３位、角館中学校がバスケットボール女子で優勝、卓球団体戦で男女ともに第３位、南

外中学校と合同チームで出場した生保内が野球で第３位に入りました。 

 

◇全県秋季中学校体育大会の結果について 

 １０月１７・１８日、県立中央公園テニスコートで開催されたソフトテニス大会女子団体

戦、１１月６・７・８日にニプロハチ公ドームで開催された軟式野球大会で神代中学校がそ

れぞれ第３位となりました。また、１１月１４・１５日、男鹿市総合体育館で行われた柔道

の個人戦で角館中学校２年の４人、男子６６㎏級で福島誠之介（ふくしま せいのすけ）さ

ん第３位、女子５２㎏級で児玉さくら（こだま さくら）さん第２位、５７㎏級で戸堀誉悠

（とぼり ほはる）さん第３位、６３㎏級で加藤希望（かとう のぞみ）さんが第２位に入

りました。 

 

◇第４９回マーチングバンド・バトントワｰリング東北大会ビデオ 審査会結果について 

 新型コロナウイルス感染症対策のためにビデオ審査という形態で開催された、今年度のマ
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ーチングバンド・バトントワｰリング東北大会の審査結果が１１月８日に発表されました。角

館小学校金管バンド部ドリームハーモニーがマーチングバンド部門小学生の部で見事金賞に

輝き、１月に開催される全国大会への審査出場権を獲得しました。 

 

【北浦教育文化研究所】 

◇中学生・高校生の作品展～芸術・文化の町並みの中で～について 

 １０月２４日から１１月８日まで、市内１７箇所を会場に中学生・高校生の作品展を開催

しました。作品は市内５中学校から美術作品、角館高校から美術、書道、写真作品等合計１

１９点が寄せられました。それぞれの会場に展示された作品は少なかったかもしれませんが、

生徒たちが授業や部活動で制作に励んだ作品に、足を止めて鑑賞している地域の方々の姿が

多数見られました。小さな展示場が市内の随所に設けられた良さは、新型コロナウイルスへ

の感染が危惧される中、無理に人を集めないということ、通りすがりに楽しんでいただくこ

とができたということです。発表の場ができてうれしい、という生徒たちの声も多数届いて

います。また、中高連携が今回の活動により強調され、市の活性化の一助になったものと感

じています。 

 

【生涯学習課】 

◇東北地区社会教育委員連絡協議会表彰について 

 １１月１３日、総合情報センターにおいて、令和２年度東北地区社会教育委員連絡協議会

表彰の伝達式が行われ、社会教育委員の阿部陽子（あべ ようこ）さん、田村雄幸（たむら 

ゆうこう）さん、羽根川覚（はねがわ さとる）さん、三浦栄子（みうら えいこ）さんの４

人が受賞されました。仙北市発足以来、長きにわたり社会教育委員として、地域の社会活動

や仙北市社会中期計画策定の中心として積極的に取り組み、仙北市の社会教育の振興と発展

に尽力されたことが評価され、今回の受賞となりました。 

 

【市民会館】 

◇海上自衛隊大湊音楽隊コンサートについて 

 １０月１８日、海上自衛隊大湊音楽隊コンサートが仙北市民会館で開催されました。今年

度は新型コロナウィルス対策として、入場者数を半分以下に減らし、全席自由席から全席指

定席に変更して準備を進めました。入場券は、対象者を仙北市民のみの限定とし、１０月６

日から田沢湖図書館及び市内３か所の地域センターで配布しました。コンサート当日は、入

場者の検温やマスク着用の徹底、手指の消毒などの予防対策を行い、お越しいただいた約４

５０人の方々に迫力ある生の演奏を楽しんでいただきました。自衛隊音楽隊のコンサートは、

毎年市民の方々に大変好評を得ており、今後も、市民に対して良質な音楽の提供をしていく

よう努めていきます。 

 

【学習資料館･イベント交流館】 

◇図書館１００年のたからものについて 

 今年は、大正９年、角館に図書館が開館してから１００年になります。この記念すべき年

にあたり、一自治体の図書館の枠を超え、周辺自治体へもそのサービスを提供してきた角館

図書館の一世紀を振り返る企画展「図書館１００年のたからもの」展を開催しております。

図書館に対する、先人の熱意と深い思いに触れていただければと思います。 

 

【文化財課】 

◇伝建群防災施設整備事業Ｄブロックの完成について 
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 今年度の伝統的建造物群保存地区防災施設整備事業（国庫補助事業）Ｄブロック工事が１

０月３０日に完成しました。今回の施設整備により、火除けポンプ小屋の全自動エンジンポ

ンプの更新と採水口の設置、屋外消火栓５基を設置しました。これにより平成２７年度から

６年間で実施した伝建群防災施設の整備が完了しました。 

 

【角館町平福記念美術館】 

◇山田美知男展「縷縷(るる)」について 

 ９月２０日から１０月２５日までの予定で開催しておりました山田美知男展「縷縷(るる)」

ですが、動物や人をテーマにした日本画がお客様から大変好評のため、会期を１１月１５日

まで延長して開催しました。紅葉の時期と重なって観光客が多かったこともあり、会期中の

入館者は７，３３４人となりました。 

 

 以上、教育行政に関する報告を申し上げましたが、本定例会に提案しております教育関係

議案につきまして、慎重審議のうえ、ご可決賜りますようお願い申し上げ、教育行政報告と

いたします。 

 

（熊谷教育長） 

ただいまの説明に対して質問はありませんか。 

－質問なし－ 

続きまして、報告第４１号仙北市教育委員会事務専決規程の一部を改正する訓令制定に

ついて説明をお願いいたします。 

（朝水教育次長兼教育総務課長） 

  資料の７６ページをご覧ください。こちら教育総務課が教育総務課と学校教育課に分か

れることに伴いまして学校教育課長の専決事項につきまして、新旧対照表のとおり教育総

務課長の専決事項３点を学校教育課長の専決事項にするものでございます。 

（熊谷教育長） 

ただいまの説明に対して質問はありませんか。 

－質問なし－ 

続きまして、報告第４２号仙北市生涯学習推進本部設置要綱の一部を改正する告示制定

について説明をお願いいたします。 

（佐々木教育次長兼生涯学習課長） 

  ここで資料の訂正を２点お願いいたします。資料の８０ページの中央部分にあります病

院事業管理者というところを医療局長に訂正をお願いいたします。次に８１ページの下か

ら３行目になりますが医療局長というところを市立病院総務管理課長に訂正をお願いいた

します。この仙北市生涯学習推進本部設置要綱の一部を改正するということでございまし

て、３条関係の組織及び運営に関しましてこの別表１に記載されている部分でございます

が別表１、２ともにこの組織再編に合せまして、部署並びに役職に伴います推進委員会の

メンバーを訂正したということでございます。８２ページをご覧ください。ただ今の訂正

につきましてはこちらの新旧の比較表をご覧なっていただきたいと思います。また、こち

らのページにも訂正箇所が２箇所ございます。８２ページの改正後の欄でございますけれ

ども中間に別表２と書いているところの上に病院事業管理者とありますが医療局長に訂正

をお願いいたします。次に８３ページの一番の下の医療局長というところを市立病院総務

管理課長に訂正をお願いいたします。報告は以上となります。 

（熊谷教育長） 

ただいまの説明に対して質問はありませんか。 
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－質問なし－ 

続きまして、報告第４３号仙北市アートプロジェクト推進事業費補助金交付要綱等を廃

止する告示制定について説明をお願いいたします。 

（朝水教育次長兼教育総務課長） 

  資料の８４、８５ページをご覧ください。こちら（１）仙北市アートプロジェクト推進

事業費補助金交付要綱から（３２）秋田県レクリエーション大会 in 仙北市補助金交付要綱

までの３２の要綱を廃止し、先ほどの規則と同じようにこれが教育委員会告示になってお

りますので今度は仙北市告示の方に制定されるものです。ただ、中にはもう事業が終わり

まして廃止しても良い要綱もありますのでその辺は担当課の方で吟味して新たな市長部局

の方で制定することになります。また、（４）のスポーツ少年団補助金交付要綱ですけれ

ども、こちらについて以前の説明でも生涯学習課の方でスポーツ少年団を担当するという

ことでしたけれども、こちら削除するものは合併当時に作られた補助金交付要綱でその後

今現在平成２５年に制定された仙北市スポーツ少年団本部補助金交付要綱というものがあ

りまして、そちらを運用しております。その時に以前、合併当時の要綱を削除していなか

った関係で今回この機会に整理するために削除になるということでスポーツ少年団につき

ましては教育委員会にまだ残っているという形になっておりますのでどうかご了承願いた

いと思います。 

（熊谷教育長） 

ただいまの説明に対して質問はありませんか。 

－質問なし－ 

続きまして、報告第４４号区域外就学の承認について説明をお願いいたします。 

（三浦教育次長） 

  区域外就学の承認についてであります。先に協議のありました区域外就学１件について

仙北市教育委員会として承認することにしましたので報告するものでございます。詳しく

は別冊の関係資料のとおりでありますけれども１０月に大曲から角館の方に転居した小学

校５年生の児童でありますけれども本人並びに保護者の強い意向がありまして従来通り大

曲の小学校に通いたいというそういった希望に沿ったものであります。 

（熊谷教育長） 

  ただいまの件に対して質問はありませんか。 

  －質問なし－ 

  次にその他の時間とします。はじめに、いじめ・不登校対策についてお願いします。 

（米澤北浦教育文化研究所所長） 

  １０月のいじめ、不登校の状況について報告いたします。１０月の授業日数は２０日と

なります。この間のいじめについては小学校１２件の認知件数の報告がありました。中学

校は０件でした。次に、１０月の不登校児童生徒についてですが、小学生４名、中学生７

名、計１１名となっております。前月と変わりありません。以上、１０月のいじめ、不登

校の状況です。 

（熊谷教育長） 

  ただいまの説明に対して質問はありませんか。 

（安部教育長職務代理者） 

  感想ですけれども、それぞれの学校で朝、学校に行ってれば別の教室に行っても良いと

か、あるいは放課後に学校に来ても良いとか、そういう非常に柔軟な対応をしていただい

ている各学校に私は大変ありがたいことだなと思っております。やっぱりその枠が決まっ

ていて８時半から必ず来なければならないという、そういう枠にはめられるのが非常に不

得意な子供達ですのでそういう意味ではこういう余裕のある対応というのは一見わがまま
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のようではあるんですけれども直る途中の経過としてはやむを得ない措置でもあり、先生

方が大変対応に苦労したとは思うんですけれども、そういうふうにやっていただいている

ということに機会があったらお礼を申し上げていただければ当事者である先生方も良かっ

たなと思えるんではないかなという思いをいたしました。 

（熊谷教育長） 

  よろしいでしょうか。次に教育委員会定例会会議録のホームページ公開について説明を

お願いします。 

（朝水教育次長兼教育総務課長） 

   令和２年第１１回仙北市教育委員会定例会の会議録をご覧ください。 

－資料により説明－ 

誤字や脱字、お気付きの箇所等ございましたらご連絡くださるようお願いいたします。 

（熊谷教育長） 

  お気づきの箇所等がありましたら、朝水次長へ連絡してください。その他、何かありま

すか。 

（佐々木教育次長兼生涯学習課長） 

  生涯学習課から成人式に関連しまして、また改めまして委員の皆様にご報告をいたしま

す。前回の定例会につきましては新成人の代表者の意向によりまして半年間延長して開催

する予定の仙北市成人式、１月１０日の開催で進めていくというお話をさせていただいた

わけでございますが、各委員のご存じの通り今般のコロナ感染の感染者の数が尋常ではな

く連日更新という形になってきまして、その感染拡大地域からも当然、仙北市の方には成

人式ということで帰省する方もいるということで非常にリスクが当初想定していたものよ

りもかなり大きくなってきたということでございまして、実は大仙、美郷、仙北市、この

３地区においてはいっしょに同じく開催なら開催、中止なら中止、延期なら延期というこ

とで足並みを揃えようということでまず内々に打合せをしておったんですけれども、そう

いった状況の中で今日、大仙市の方から今のこの状況下で強行して良いものか不安がある

ということで大仙市の方では早々に１月開催について協議したということでございました。

それで結論といたしましてはさらに半年間の延長ということで１年度の延長をもって来年

度２期分の成人式を行ったらどうかということで冬季間のリスクを避けるための対策とい

うことでだいたい話がまとまったようでございます。そして美郷町の方に今日の午後に電

話をして確認をしたところ、美郷町につきましても同じような考え方でありました。そこ

でこの仙北市につきましてもやはりその感染リスクが高いということで、その中でこの成

人式を開催するということは非常に不安が多いところでございましたのでちょうど明日の

夕方に成人式の開催の役割分担ということで打合せをする予定になってございました。そ

こで、その分担の役割は一つまとめるわけですけれども、そこで現状を新成人の方々に報

告したうえで市としても安全性を優先したいということでもしかしたら半年延長というこ

とでお願いするかもしれないというようなお話を佐藤教育部長からしていただきたいとい

うふうに考えているところでございます。それでまた時間を少し空けましてその延期等に

ついては次にまた準備会を招集いたしましてそこで決定するというような流れで進めて参

りたいというふうに考えておるところでございます。このことについては明日以降、決定

するわけですけれども今月内に改めまして新成人の方々には市のそういう対策等について

の意向を伝えてさらに半年の延期をして来年度にするという開催についてお願いをする予

定となっております。それで新成人の方々にご理解をいただいたうえでそれぞれの関係者

への連絡、また広報、ホームページ等への掲載等という流れで周知をしていきたいという

ふうに思っております。ということでおそらく今年度の成人式は１年度延長という形にな

るものというふうに思っておりますので、どうか事情をご理解いただきましてご承知おき
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いただければと思います。 

（熊谷教育長） 

  皆様、よろしいでしょうか。他にいかがでしょうか。 

  －質問なし－ 

  それでは、以上で令和２年第１５回仙北市教育委員会１１月定例会を閉会いたします。 

 

（閉会宣言：午後３時４５分） 


